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認
知
症
患
者
は
今
後
も
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
「
は
ち

の
へ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
の
小
倉
和
也
院
長
に
、
認

知
症
に
な
っ
て
も
そ
の
人
ら
し

く
暮
ら
す
た
め
の
方
策
や
支
援

の在り方を聞いた。

（聞き手・渡部優）

認
知
症
患
者
が
住
み
や
す
い
地
域
へ

不安軽減する環境を

はちのへファミリークリニック小倉和也院長
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認
知
症
の
人
が
暮
ら
し
や

す
い
社
会
の
実
現
に
は
何
が
必

要か。認知
症
の
人
が
安
心
し
て
暮

ら
す
た
め
に
は
、
患
者
さ
ん
の

不
安
を
軽
減
す
る
環
境
の
整
備

が大切だ。認知症の人は、

物
事
を
忘
れ
た
り
、
時
間
や
場
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の
見
当
が
付
か
な
か
っ
た
り

するという、「分からない」

ことに不安耀憾じている。

これらが、俳個などのさま

ざ
ま
な
問
題
行
動
に
つ
な
が

る。患者に関わる全員が認

知症を理解し、その人の状

況を把握して同じように対

'【
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「家族や専門職、地域のみんなが認知症を
理解することが大切」と話す小倉和也ﾛ完長

応
す
る
こ
と
で
、
本
人
が
住
み

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が

る。ｌ
地
域
で
の
支
援
の
在
り
方

認
知
症
の
ケ
ア
は
１
人
で
は

で
き
な
い
。
家
族
や
医
療
、
介

護
の
専
門
職
が
認
知
症
の
人
の

行
動
に
は
理
由
が
あ
る
と
い
う

こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、
支
え

合
え
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
が

大
切
。
家
族
や
地
域
の
方
々
は

認
知
症
を
異
質
だ
と
か
、
怖
い

も
の
だ
と
思
わ
ず
、
誰
で
も
な

り
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
認
識

してほしい。

ｌ
認
知
症
患
者
は
今
後
さ
ら

に増える。
現
状
で
は
、
認
知
症
の
対
応

に
慣
れ
て
い
る
医
療
機
関
や
介

護
事
業
所
と
、
慣
れ
て
い
な
い

所
の
差
が
あ
る
。
高
齢
化
が
進

む中、例えば糖尿病など、

は。認
知
症
以
外
の
病
気
も
併
せ
持

つ
患
者
さ
ん
が
圧
倒
的
に
多
く

な
る
。
医
療
機
関
や
介
護
施

設
、
地
域
の
人
の
誰
も
が
一
定

水
準
ま
で
認
知
症
を
理
解
し
て

対
応
す
る
こ
と
で
、
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が

る。
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’ 認知症の予防や、認知症

になった人を支援するネッ

トワークの中で、医療や介

護、地域をつなぐ〃要″と

なるのが「認知症地域支援

推進員」だ。認知症の人の

増加が見込まれる中、地域

の実情に応じた支援態勢づ

くりや、関係機関の調整役

を担う存在として期待され

ている。
国は２０１８年４月まで

に全市町村への配置を目指

す。青森県高齢福祉保険課

によると、県内では妬年度

までに八戸市や十和田市な

ど賂市町村で配置済み。焔

年度は三沢市やおいらせ町

など皿市町村で新たに配置

される予定。主に市町村の

青森県内の認知症地域支援推進員配置状況
一八戸市､青森市､弘前市､十和田市､五
配置済み）所Ⅱ|原市､むつ市､つがる市､横浜町、('6市町村)|妻総言融襄鮨蕊為外ケ

| I 識 難 戦
(14市町村)I村､蓬田村
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’ ’認知症地域支援推進員域支援

青森県内１６市町村に配置済み
Ｉ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
い

る
保
健
師
や
社
会
福
祉
士
が
務

めている。
昭
年
ｎ
月
に
１
人
態
勢
で
ス

タ
ー
ト
し
た
八
戸
市
。
現
在
は

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
３
人
が
兼
務
し
、
「
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
」
の
本
年
度
中

の
策
定
に
力
を
入
れ
る
。
認
知

症
の
症
状
の
段
階
に
応
じ
、
本

人
と
そ
の
家
族
が
地
域
で
ど
ん

な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
る
か

を
示
し
、
生
活
に
見
通
し
が
持

てるよう取り組んでいる。

そ
の
一
人
、
畑
中
さ
お
り
さ

ん
は
「
高
齢
化
が
進
み
認
知
症

へ
の
対
応
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
医
療
や
介
護
と
の
連
携
を

大
事
に
、
地
域
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
進
め
て
い
き
た
い
」
と
語

る。専
門
職
で
な
く
と
も
、
認
知

症
の
人
に
と
っ
て
の
身
近
な

〃見守り役″も増えている。

市
町
村
な
ど
が
開
催
す
る
養
成

講
座
を
受
け
、
認
知
症
の
対
応

を
学
ん
だ
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
」
は
焔
年
３
月
末
現
在
、
県

内
に
５
万
８
３
３
８
人
。
市
町

村
別
で
は
、
八
戸
市
が
最
も
多

く
１
万
２
３
７
６
人
、
次
い
で

青
森
市
１
万
３
１
７
人
、
十
和

田
市
６
８
３
３
人
。
住
民
と
接

す
る
機
会
が
多
い
銀
行
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
も
受
講
が
進
ん
で

いる。

（三浦典子）

「認知症と向き合う」

は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。

■
日
曜
日
企
画
■
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